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ベ ル ト ル ト ・ ブ レ ヒ ト 著 、 谷 川 道 子 訳

『 母 ア ン ナ の 子 連 れ 従 軍 記 』光 文 社 古 典 新 訳 文 庫

　
二 〇 〇 九 年 八 月

　
本 書 は 、  ド イ ツ 現 代 演 劇 の 旗 手 ベ ル ト ル ト  ・  ブ レ ヒ ト

（ 一 八 九 八

─
一 九 五 六 年 ）

が 、 亡 命 中 の 一 九 三 九 年 に 著 し た 作 品 の 、 谷 川

道 子 氏 に よ る 新 訳 で あ る 。　
舞 台 は 、 三 十 年 戦 争 中 期 、 ス ウ ェ ー デ ン 、 ポ ー ラ ン ド 、 及 び

ド イ ツ 全 土 を 含 む 中

ミ ッ テ ル オ イ ロ ー パ

欧 で あ る 。 三 十 年 戦 争

（ 一 六 一 八

─
四 八

年 ）

と は 、  プ ラ ハ 城 に お け る 帝 国 役 人 の 窓 外 放 擲 事 件 に 発 端 し 、

神 聖 ロ ー マ 帝 国 を 主 役 、 そ し て 中 欧 を 主 た る 舞 台 と し て 展 開 した 、 最 初 の 「 国 際 戦 争 」 で あ る 。 類 似 の 戦 争 と し て 、 盛 期 中 世の 十 字 軍 や 、 中 世 後 期 の 英 仏 百 年 戦 争 が 想 起 さ れ る が 、 そ れ らと 同 戦 争 の 間 に は 決 定 的 な 違 い が あ る 。 そ れ は 、 宗 派 と い う 参戦 大 義 と 、 主 権 国 家 な る 参 戦 単 位 の 出 現 で あ る 。　 『 従 軍 記 』 は 一 六 二 四 年 春 、 ス ウ ェ ー デ ン か ら 始 ま り 、一 六 三 五 年 の バ イ エ ル ン で 終 わ る 。 確 か に 三 十 年 戦 争 が 物 語 に時 空 上 の 舞 台 を 提 供 し て い る が 、 そ こ で は 国 家 意 志 も 、 宗 教 的大 義 も 、 ど こ か 緊 迫 感 の な い 書 割 、 あ る い は 戯 画 的 遠 景 に す ぎな い 。 物 語 は む し ろ 、 母 ア ン ナ が 娘 カ ト リ ン と 引 き 続 け る 「 幌車 」 を 、 そ の す ぐ 傍 で 見 守 る 視 線 で 語 ら れ る 。 戦 争 と い う 不 条

理 な 状 況 の 下 で 、 子 供 た ち へ の 愛 情 だ け を 糧 に 逞 し く 生 き 抜 くア ン ナ の 姿 は 、 こ の 位 置 だ か ら こ そ 実 に 生 々 し い 。 生 き る 希 望─
愛 娘 カ ト リ ン ！

 ─
を 次 々 と 奪 わ れ て い く ア ン ナ に 、 す

ぐ 傍 に 居 な が ら 手 を 差 し 伸 べ る こ と も で き な い 。 胎 内 か ら 我 が子 を 引 き 剥 が さ れ て い く 、 母 の 喪 失 感 。 そ れ で も 幌 車 を 引 い てい く ア ン ナ の 気 丈 。 胸 引 き 裂 か れ る 思 い が 、 読 者 の 心 に 残 さ れる 。　
ブ レ ヒ ト が 底 本 と し た の は 、 三 十 年 戦 争 後 半 の 現 実 を 生

き た グ リ ン メ ル ス ハ ウ ゼ ン の 『 放 浪 女 ペ テ ン 師 ク ラ ッ シ ェ 』（ 一 六 七 〇 年 ）

で あ る と い う 。 こ の 主 題 の 舞 台 が 三 十 年 戦 争 に 設

定 さ れ た こ と に は 、 幾 重 も の 理 由 が 存 在 す る 。 本 作 の 執 筆 は一 九 三 九 年 、 亡 命 先 の ス ウ ェ ー デ ン で あ っ た 。 黄 金 の ワ イ マ ール ・ ベ ル リ ン に あ っ て 才 能 を 開 花 さ せ 、 演 劇 人 と し て 至 福 の 時を 謳 歌 し て い た ブ レ ヒ ト は 、 一 九 三 三 年 の ナ チ ス 政 権 掌 握 後 、ユ ダ ヤ 人 の 妻 、 子 供 た ち と 共 に 、 プ ラ ハ 、 ウ ィ ー ン 、 チ ュ ー リヒ 、  デ ン マ ー ク と 、  祖 国 を 離 れ ヨ ー ロ ッ パ じ ゅ う を 転 々 と し た 。国 家 と い う 怪 物 が 繰 り 広 げ る 近 代 戦 争 の 不 条 理 に 翻 弄 さ れ なが ら も 、 抗 い 立 ち 向 か う ブ レ ヒ ト 一 家 の 姿 は 、 ま さ に ア ン ナ の幌 車 に 重 ね 合 わ さ れ る 。　
ブ レ ヒ ト 出 生 の 町 ア ウ ク ス ブ ル ク は 、 宗 教 改 革 期 の 宗 派 対

立 、 宗 派 戦 争 に あ っ て 、  「 宗 派 は 領 邦 が 定 め る 」

（

cujus regio, ejus 

religio ）
と い う 標 語 で 知 ら れ る 宗 教 和 議

（ 宗 教 平 和 令 ）

が 発 布 さ

れ た 町 で あ る 。 ブ レ ヒ ト の 父 が カ ト リ ッ ク 、 母 が プ ロ テ ス タ ント で あ る と い う 事 実 は 、 両

ビ コ ン フ ェ シ オ ネ ー ル

宗 派 共 存 を 早 く に 実 現 し た こ の 町 の

歴 史 に 遠 く 淵 源 し て い る 。 だ か ら こ そ 、 宗 教 的 寛 容 の 精 神 に 背信 す る 三 十 年 戦 争 の 似

えせ

非 宗 派 主 義 は 、 従 軍 牧 師 役 の 風 見 鶏 的 な
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振
舞
い
を
通
じ
て
、
劇
中
、
幾
度
と
な
く
揶
揄
さ
れ
て
い
る
。

　
歴
史
家
と
し
て
、
評
者
が
本
作
品
の
演
劇
と
し
て
の
評
価
や
演
出
面
の

領
域
に
踏
み
込
む
こ
と
は
技
術
的
に
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
は
本
書
収
録
の

訳
者
解
説
に
譲
り
た
い
。
一
つ
だ
け
、
歴
史
的
観
点
か
ら
指
摘
で
き
る
と

し
た
ら
、
そ
れ
は
ブ
レ
ヒ
ト
が
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
ら
と
立
ち
上

げ
た
「
ブ
レ
ヒ
ト
工
房
」
の
よ
う
な
、
近
代
知
を
超
克
し
て
い
く
学
際
的

サ
ー
ク
ル
が
、
ワ
イ
マ
ー
ル
期
の
ド
イ
ツ
語
圏
に
、
同
時
多
発
的
に
発
生

し
た
怪
奇
で
あ
る
。
カ
バ
ラ
研
究
者
ゲ
ル
シ
ョ
ム
・
シ
ョ
ー
レ
ム
、
心
理

学
者
ジ
グ
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
、
美
術
史
家
ア
ビ
・
ワ
ー
ル
ブ
ル
ク
、
中

世
思
想
研
究
者
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ン
ト
ロ
ー
ヴ
ィ
チ
、
中
世
文
献
学
者
エ

ル
ン
ス
ト
・
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
、
と
い
っ
た
固
有
名
詞
を
試

み
に
列
挙
し
て
み
た
だ
け
で
も
、
ワ
イ
マ
ー
ル
・
ド
イ
チ
ュ
が
持
ち
え
た

巨
大
な
潜
在
能
力
が
理
解
で
き
よ
う
。
ナ
チ
ズ
ム
の
罪
過
の
一
つ
は
、
こ

れ
ら
の
工
房
群
を
、
そ
の
多
分
に
ユ
ダ
ヤ
的
色
彩
ゆ
え
に
、
す
べ
て
海
外

に
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

  

『
母
ア
ン
ナ
の
子
連
れ
従
軍
記
』（『
肝
っ
玉
お
っ
母
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
』

と
し
て
も
知
ら
れ
る
）
の
邦
訳
に
は
、
伝
説
の
演
劇
人
で
ブ
レ
ヒ
ト
上
演

者
で
あ
る
千せ

ん
だ
こ
れ
や

田
是
也
に
よ
る
初
訳
（
一
九
五
三
年
）、
そ
の
弟
子
で
ブ
レ

ヒ
ト
研
究
の
第
一
人
者
岩
淵
達
治
に
よ
る
訳
業
（
一
九
九
九
年
）
が
あ
る
。

谷
川
訳
は
し
た
が
っ
て
、
第
三
の
訳
業
と
な
る
。「
訳
者
あ
と
が
き
」
に

も
あ
る
通
り
、
谷
川
訳
の
端
緒
は
、
二
〇
〇
五
年
秋
上
演
の
大
竹
し
の
ぶ

主
演
、
栗
山
民
也
演
出
の
「
母
・
肝
っ
玉
と
そ
の
子
供
た
ち

─
三
十
年

戦
争
年
代
記
」（
新
国
立
劇
場
）
の
た
め
の
翻
訳
台
本
に
あ
っ
た
。
私
事
に

な
る
が
、
こ
の
上
演
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
三
十
年
戦
争
の
歴
史
的
背
景

を
書
い
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が
、
谷
川
先
生
と
評
者
と
の
フ
ァ
ー
ス

ト
・
コ
ン
タ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
外
語
大
へ
の
赴
任
を
翌
年
四
月
に
控
え
た

秋
の
こ
と
だ
。
あ
れ
か
ら
四
年
の
月
日
を
、
ド
イ
ツ
語
専
攻
の
同
僚
と
し

て
過
ご
し
、
間
も
な
く
先
生
は
外
大
を
去
ら
れ
る
。
体
力
的
に
キ
ツ
イ
時

で
も
い
つ
も
元
気
印
の
道
子
先
生
は
、
新
任
で
不
慣
れ
な
私
に
と
っ
て
、

ま
さ
に
度
胸
ア
ン
ナ
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
理
路
整
然
と
は
言
え
ぬ
が
、
ミ

チ
コ
・
マ
シ
ー
ン
か
ら
発
せ
ら
れ
る
神
の
火
花
の
ご
と
き
言
葉
の
数
々

は
、
ブ
レ
ヒ
ト
作
品
の
台
詞
の
ご
と
く
、
タ
イ
ム
ラ
グ
を
伴
っ
て
、
時
に

は
思
わ
ぬ
地
点
に
着
地
す
る
コ
ト
バ
、
体
内
を
い
つ
ま
で
も
飛
び
回
り
続

け
る
、
演
劇
的
コ
ト
バ
で
あ
っ
た
。
こ
の
貴
重
な
出
会
い
を
、
こ
れ
か
ら

も
折
に
触
れ
て
、
噛
み
締
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
本
書
は
、
既
述
の
と
お
り
、
新
訳
で
あ
る
。
新
訳
に
は
、
よ
り
正
確
な

訳
へ
の
改
訳
、
日
本
語
表
現
を
現
代
の
日
本
に
ア
ク
チ
ュ
ア
ラ
イ
ズ
す
る

改
訳
等
、
い
く
つ
も
の
意
義
が
あ
り
う
る
。
谷
川
訳
に
は
し
か
し
、
ド
イ

ツ
現
代
演
劇
を
疾
駆
し
て
き
た
演
劇
人
＝
研
究
者
の
半
生
が
、
意
味
を

も
っ
て
折
り
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
訳
業
は
ま
さ
に
、
ブ
レ
ヒ
ト
を
女
性

と
い
う
存
在
を
か
け
て
生
き
て
き
た
訳
者
の
、
一
里
塚
な
の
だ
。

　
共
感
性
を
増
し
た
こ
の
訳
文
が
、
現
代
日
本
を
生
き
る
若
者
の
手
元
に

届
け
ら
れ
、
ブ
レ
ヒ
ト
が
描
く
ア
ン
ナ
の
生
き
様
が
彼
ら
の
人
生
と
切
り

結
び
、
意
味
を
紡
ぎ
出
し
て
い
く
こ
と
を
願
う
。
ミ
チ
コ
・
マ
ニ
ア
と
し

て
は
、
訳
者
渾
身
の
「
解
説
」
と
と
も
に
、
店
主
の
鑑
識
眼
確
か
な
門
前

仲
町
の
古
書
店
で
購
入
し
た
『
ハ
イ
ナ
ー
・
ミ
ュ
ラ
ー
・
マ
シ
ー
ン
』（
未

来
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

＊
を
、
本
書
と
合
わ
せ
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
、
強
く

推
奨
し
た
い
。

 
＊
『
総
合
文
化
研
究
』
四
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
に
亀
山
郁
夫
氏
に
よ
る
書
評
が
あ
る
。

（
千
葉
敏
之
）


